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1. はじめに 

 近年、有機 EL を用いた照明やディスプレイ
などが実用化されている。また有機材料は発光
波長を構造により自由に設計できるため、発光
材料として魅力的である。しかし、有機材料の
伝導機構はホッピング伝導のため、大電流密度
注入が困難であり、電流注入によるレーザ発振
は実現していない。 

 現在、有機レーザの低電流動作に向けて、分
布帰還型(DFB)レーザや面発光レーザ(VCSEL)

が作製され、光励起による発振が報告されてい
る[1]。 

 本研究では有機発光材料である Coumarin6 

を用いた有機 VCSEL を作製し、半導体レーザ
励起により室温パルス発振を実現したので報告
する。  

2. 作製と評価 

 Fig. 1 に有機 VCSEL 構造を示す。共振器と
して分布ブラッグ反射(DBR)ミラー(ストップ
バンド：470nm-600nm、反射率:99.9%以上)を用
いた。活性層の Coumarin6 は単体で用いると濃
度消光が発生するため、ポリビニルカルバゾー
ル(PVK)に混合し(Coumarin 6:PVK=1:49)、クロ
ロベンゼン中に 10wt%で溶解させた。DBR基板
上に活性層をスピンコーティング法を用いて
1m 厚成膜し、さらに DBR 基板を貼り合わせ
ることにより VCSEL 構造を作製した。 

 励起光源は波長 440nm の半導体レーザをパ
ルス幅 100ns、繰り返し周波数 20Hz でパルス変
調している。パルス変調された励起光は対物レ
ンズを用いて直径 15m のスポットサイズで
VCSEL に入射し、活性層から得られた発光を
470nm カットフィルタに通し、CCD スペクト
ルアナライザで測定した。 

 Fig. 2 に VCSEL の発振スペクトルを示す。
波長 540nm において発振ピークが得られた。 

Fig. 3 に出力光強度の励起光強度依存性を示
す。今回作製した VCSEL の発振しきい値パワ
ーは 167mW であり、電流密度換算すると
3.31kA/cm

2である。 

3. まとめ 

 有機発光材料である Coumarin6 を活性層に用
いた VCSEL 構造を作製し、半導体レーザ励起
により波長 540nm において室温パルス発振を
得た。また、発振しきい値は 167mW であった。  
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Fig. 1  VCSEL structure 
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Fig. 2  Lasing spectrum 

 

Fig. 3  Input-output characteristics of the VCSEL as a 

function of the peak power of the pump LD. 
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